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ビデオディスプレイモニター（テレビ画面あるいはコンピュータ画面）から発生する

電磁界（ＥＭＦ：Electromagnetic fields）が，胎児/胎芽/胚の死亡率を上昇させる

こと，体液の免疫機能およびホルモンのコントロール機能に変化をもたらすこと，そ

して，体重の現象を誘発することについては，すでに報告されている。 

 

変圧施設から発せられる電磁界（ＥＭＦ）に長期にわたってさらされたマウスには，

数々の生物学的な変調がみられた。 

 

 

 

一方，「テクノＡＯアンテナ」と名付けられた防護装置は，電磁界によって引き起こさ

れる有害な影響から，生体を守るのに有効な働きをみせている。 

 

我々は，テレビからの電磁界にさらされたマウスが，血液学的な分野における変調を

きたすかどうかについての研究，および，テクノＡＯによってその変調を防げるかど

うかについての研究を行なった。 

（Ｔｅｃｎｏ ＡＯアンテナの発する磁気インダクションの強度は１００から１５０ 

フェムトテスラであり、その周波数は８ヘルツから１２ヘルツである）。 

 

生後８週間のスイス製マウス８匹を４匹ずつ２箱に分けて２１×１４cm の透明プラ

スチックの箱に入れ，テレビスクリーンから２０cmの距離において，２４日間のあい

だ，１週間に５日，１日に９±２時間のペースで，電磁波にさらす実験を行なった。 

 

さらに，別の８匹のマウスを用意し，全く同じ条件で実験を行なった。 

 

ただし，このグループについては，テクノＡＯによる防護を行なった。 

 

使用したテレビスクリーンは，３５cm 型のスクリーン（Ｗaltham ２３０ボルト， 

５０ヘルツ）で，斜め４５度の角度に傾けて，マウスにその電磁波を照射した。 

 

磁場の強さの測定基準は，Ｍag check ５０ ＵＳＡを用いている。 

 

マウスの箱の，テレビスクリーン側の磁場は０．８ミクロテスラ，反対の側面では 

０．２３ミクロテスラであった。 
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照射していない時間についてのテレビスクリーンは，スタンバイの状態でそのままの

位置に置いておいた（０．０３ミクロテスラ）。 

 

そして，さらに別の部屋に８匹のマウスを用意し，比較対象のために，光，音，室温

などを全く同じ条件にして実験を行なった。 

 

ただし，このコントロールグループのマウスに対して照射した電磁波は，０．０３ 

ミクロテスラであった。 

 

マウスの血液サンプルを，Ｓysmex ＮＥ １５００－１０Ａ（Ｍedical Ｅlectronics 

Ｊapan 製）で分析した。 

 

分析結果には，エリソルサイト（ＲＢＣ：erythrocyte）およびロイコサイト（ＷＢＣ：

leukocyte）をカウントした数値，粒子量の平均値（ＭＣＶ：mean corpuscular volume），

ヘモグロビン密度の平均値（ＭＣＨＣ：mean corpuscular hemoglobin concentration），

ヘモグロビン粒子の平均値（ＭＣＨ：mean corpuscular hemoglobin），プルテレット

（ＰＴＬ：plutelet）数値が含まれている。 

 

０日目には，血液内のさまざまな要素，および，体重に関して，防護ありと防護なし，

そしてコントロールグループとの間の差異は認められなかった。 

 

 

 

２４日目になると，防護なしのグループには，ＷＢＣおよびＰＴＬの数値の統計的な

上昇，および，ＭＣＶの数値の統計的な低下が認められた。 

 

ＷＢＣの数値については，テクノＡＯの防護ありで電磁界にさらされたグループのほ

うが，コントロールグループよりも統計的に高い値となっていた。 

 

体重については，テクノＡＯの防護ありで電磁界にさらされたグループのほうが，防

護なしで電磁界にさらされたグループよりも統計的に高い値となっていた。 

 

これらの結果から，電磁界にさらされることによって引き起こされる，生物学的なさ

まざまな変調に対して，テクノＡＯが，防護効果を持っていることがわかる。 

 

 



 3

●２４日目における血液中の諸要素の測定 

 

 

標準グループ（電磁波０．０３ミクロテスラ以下） 

 ＷＢＣ（leukocyte）：３．３±１．２  (10 /mm3) 

 ＲＢＣ（erythrocyte）：８．６±１．６  (10 /mm3) 

 Ｈｇ（hemoglobin）：１３．７±２．４  (g/100ml) 

 ＭＣＶ（mean corpuscular volume）：５０．０１±１．４  (μm3) 

 ＭＣＨＣ（mean corpuscular hemoglobin concentration）：３２．０±１．０４  

(g/dl) 

 ＰＬＴ（plutelet）：４１７±１５６  (10 /mm3) 

 体重：３２．３±３．９  (g) 

 

 

アンテナなしのグループ 

 ＷＢＣ（leukocyte）：５．５±１．３  (10 /mm3) 

 ＲＢＣ（erythrocyte）：８．３±０．４  (10 /mm3) 

 Ｈｇ（hemoglobin）：１３．２±０．６ (g/100ml) 

 ＭＣＶ（mean corpuscular volume）：４８．４±１．１  (μm3) 

 ＭＣＨＣ（mean corpuscular hemoglobin concentration）：３２．８±０．４  

(g/dl) 

 ＰＬＴ（plutelet）：７８３±１４８  (10 /mm3) 

 体重：２８．６±３．９  (g) 

 

アンテナありのグループ 

 ＷＢＣ（leukocyte）：４．８±３  (10 /mm3) 

 ＲＢＣ（erythrocyte）：８．４±０．８  (10 /mm3) 

 Ｈｇ（hemoglobin）：１３．５±１．３ (g/100ml) 

 ＭＣＶ（mean corpuscular volume）：４９．８±１．１  (μm3) 

 ＭＣＨＣ（mean corpuscular hemoglobin concentration）：３２．３±０．４  

(g/dl) 

 ＰＬＴ（plutelet）：５５７±２１１  (10 /mm3) 

 体重：３３．１±３．８  (g) 


